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      ことば遊び ～うごきことばで遊ぼう～ 

 

今回はうごきことば（動詞）です。「あげる、はく、かける」にはどんなものがあるかなど、クイズ

形式の遊びを通して、「ことばーことば」の関係理解を深めていきましょう。 

 

「うごきことばで遊ぼう」：何かな？ 何をするものかな？ 

   用意するもの：答えとなるカード（絵・文字） 

   （例）①「今から言うものは何でしょう？」 

「あげるものです。そらにあげます。」  答え：たこ 

      「あげるものです。あぶらであげます」  答え：てんぷら、からあげ など 

   （例）②カードを並べて 

      「あげる」ものはどれ？ 「はく」ものはどれ？ 

   ＊「あげる、ものはどれ？」のように、動詞のあと一瞬の間を入れて声をかけると、動詞として 

    聞き取りやすいと思います。 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

 

  

 

七夕 
 
 由来は諸説ありますが、奈良時代に中国から
伝わった星伝説と書がうまくなる願掛けの風
習に日本古来の伝説が合体し、「七夕祭り」に
なったといわれています。 
 機織り小屋にこもって神様の衣を縫った「棚
機つ女」（たなばたつめ）が日本の伝説となりま
す。 
 身近な神様が日本には本当にたくさんいる
のです。神社仏閣やお地蔵様、道祖神、神棚、
祈る場所は生活の中にあり、今も存在し続けて
います。願う先や内容は変化しているかもしれ
ませんが、心の願いは時代が変わっても持ち続
けているものですね。 

 

 旧暦の７月７日の節は８月になるため、梅雨
の真っただ中ではありませんでした。 
星空を見上げられる日になるよう祈ってみま
せんか。 

  

雨の季節を利用して、ご家庭で笹飾りを作

るのも楽しいひと時になると思います。 

 切り込みを入れ、広げて見せて・・子どもに

「わぁ～！」と言わせたいですね。 

保護者の皆様は、どんな笹飾りを作ってき

ましたか？ 

笹飾りにも意味がありますが、行事を楽し

む気持ちの方が大事だと考えます。短冊に願

い事を書き、デコレーションして軒先に吊る

してみる、気負わず楽しめる方法を子どもと

見つけていってくださいね。 

「～の日だから～食べる♪」もいいですね。 


